
時

論

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
第

二
次
五

個
年
計
鑑

南

亮

三

郊

序
ー

第
二
次
五
個
年
計
書

へ
の
躍
進

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

の
五
個
年
計
豊

(
一
九

二
八
-

三
二
年

)
は
こ
の
十

二
月
三
十

一
日
を
も

つ
て
そ

の
任
務
を
完
了
す
る
。
當

初

の
豫
定

で
は

一
九
二

八
年

十
月

一
日
か
ら

一
九

三
三
年
九

月
三
十

日
迄

の
満

五
個
年

に
わ
た

る
筈

で
あ

つ
た

が
、
第

一
年
度

に

お
け

る
豫
想
外

の
好
成
績
は

「
五
個
年
計

書
を
四
個
年

に
」
完

了
し
得
る

の
見
透
し
を
與

へ
、
事
實

上
四
年

と

三
個
月

の
日
子
を

も

つ
て
所
期

の
目
的
を

『
軍

に
成
就
し
た

ば
か
り
で
な
く

、
成
就

し

て
な

ほ
剰
り
あ
る
」
底

の
成
果
を
牧
め
し
め
る

に
至

つ
た
。

だ
が
、
就
會

主
義
的
建
設
を
目

ざ
す

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

に
と

つ
て
こ

の
五
個
年

計
書
は
、
た
と

ひ

「
成
功
裡
」

に
塗
行
さ
れ
え
た

ソ
ヴ
エ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
霊

九
五

の



ソ
ヴ
エ
ー
ト
第
二
・次
五
個
年
計
…登

九
六

に
し
ろ
決
し

て
、
こ
れ
に
よ
り
そ

の
全

目
的

が
蓬
成

さ
れ
え
た
こ
と
を

意

味

し

な

い
。

五
個
年
計
書

は
肚
會
主
義
的
全
建
造

物

の
、
謂
は
ば
軍
な
る
土
憂

の
築

造

で
し
か
な
か

つ
た
。
よ
り
積

極
的
な
る
、
よ
り
全
域
的
な
る
肚
會
主
義
的
建

設
は
、
そ

れ

に
引

績

い
て
行

は
る
べ
き
第
二
家
、
第

三
次

の
五
個
年

計
書

に
お

い
て
期
待

せ
ら
る

べ
き
で
あ
る

の
は

云
ふ
を
倹
た
な

い
。
事
實

ソ
ヴ

ヘ

ヘ

ヘ

ヱ
ー

ト
同
盟
は
、
來
る

一
九

三
三
年

一
月

一
日

か
ら
第

二
次
五
個
年

計
書

へ
と
躍
進
を
績

け
る

の
で
あ

る
。

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
第

二
次
五
個
年
計
叢

は
、
階
級

な
き
肚
會

の
建
設
を
基
本
的
任
務
と
し

て
ゐ
る
。
即
ち
そ
こ
で
は
、
資
本

主
義
的

諸
要
素

及
び
階

級

一
般
の
絡
結
的

掃
蕩
、

経
濟

に
お
け
る
及
び
人
間

の
意
識

に
お
け
る
資
本
主
義

的
淺
澤

の
決
定
的
克
服

が
最

重

要
な
る
實
践

的
任
務
と
し

て
確
定

せ
ら
れ

、
勢

働
者

と
農

民
と

の
階

級
差
別

の
根
本
的

止
揚

さ

へ
意
圖
せ
ら
れ

て
居

る
。
第

二
次

五
個
年
計
書

の
途
行
を
ま

つ
て
、
良

か
れ
悪
し

か
れ
人
は
初

め

て

「
肚
會
主
義

砒
會
」
を

地
上

に
見
る
こ
と
が
出
來

よ
う
◎
第

二

次
五
個
年

計
書

の
基
本
任
務

が
異
常
な
る

世
界
史
的
意
義
を
有
す
と

せ
ら
る

瓦
の
は
こ
の
爲

め

で
あ
る
。

し

か
ら
ば

ソ
ヴ

ェ
ー
ト
第

二
次

五
個
年
計
書

と
は
何

か
、
そ
れ
は
第

一
弐
五
個
年
計
書

の
諸
成
果

と
ど
う
關
聯
す

る
か
、
そ

の

基
本
任
務

が
有
す
る
異
常

な

る
世
界
史
的
意
義

と
は
何

か
。

こ
れ

に
最

も
適
切
な

る
同
答

を
與

へ
る
も

の
と
思
は
れ
る

の
は
、
最

近

に
稜
表

せ
ら
れ
た
次

の
二
論
文

で
あ
る
。

一
、

ル
ウ
ダ

ス

『
マ
ル
ク

ス
主
義

H

レ
ー

昌
ン
主
義

の
職
勝
行
進
』
(P

閃
ロ
計
ω"
U
巽

o。
器
箇
8
N
轟

畠
8

]≦
程
×
尻
ヨ
島
-ピ
〇三
三
q・ヨ
歩

貯

"
d
再
巽

畠
.
国
碧
昌
巽

岱
●
竃
薗
吋恩
。・日
器

<
H
智
穿
αq
」

.
出
昏

」
口
昌
口

⑩
Q。
ψ

o◎
」
1

μ
Qo
)

二
、

ク
ズ
ネ
ツ
ォ
ー

フ

『
階
級
な
き
肚
會

の
建
設
ー

第
二
次
五
個
年
計
書

の
基
本

任
務
』
(9

囚
霧
ロ
6言
。
ぎ

d
窪

〉
`
凄
,̀

曾
婦



匡
9
§

議
o
q。
。昌
Q
§

犀
陰

9
沖
-

島
。
臓
2

昌
亀
霞
。
a

。
》
轟

薗
寓

審
g。
N
宅
。
ぽ

昌

司
鶴
蕊

魯

己

き

ψ
噛
ぎ

"
》
σq
機
鴛
ら

8
匡
o
ヨ
o
↑

】W
偶
」

.
国
o
盈

お
QQ
トっ
●
q自
.
目
Qρ
l
Q◎
㊤
)

右

の
二
論
丈
は
内
容
上

重
複
す
る
個

所
も
あ
り
、
ま

た
日
本
語

に
よ
る
公
表
を
揮
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
部
分

も
少
く
な

い
と
案

ぜ
ら

れ
る

が
、
能

ふ
限
り
そ
れ

ら

の
部
分
を
回
避
、
或

は
抹

殺
し
な

が
ら
、
先

づ
左

に
そ
の
各

々
の
要
旨
を
摘
録

し

て
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
経

濟

の
本
質
研
究

へ
役
立
た
し
め
よ
う
。

隔
、
『
マ
ル

ク

ス
主

義

"

レ

ー

ニ

ン
主

義

の

職

勝

行

進

』

第
十
七
同
黛
大
會
が

一
九
三
三
年
に
始
ま
る
次
の
五
個
年
に
向
つ
て
樹
立
し
た
目
標
は
か
う
だ
ー

「
資
本
主
義
的
諸
要
素
及

び
諸
階
級

一
般
の
絡
局
的
掃
蕩
、
階
級
差
別
と
搾
取
と
を
醸
成
す
る
諸
原
因
の
完
全
な
る
慶
絶
、
維
濟
に
お
け
る
及
び
人
聞
の
意

識
に
お
け
る
資
本
主
義
の
淺
澤
の
克
服
、
こ
の
國
の
全
勤
勢
人
ロ
の
、
階
級
な
き
肚
會
主
義
肚
會
の
意
識
的
且
つ
稜
動
的
建
設
者

へ
の
韓
化
」
。

今
日
迄
の
肚
會
主
義
的
建
設
の
、
及
び
特
に
第

一
次
五
個
年
計
書
の
意
義
は
、
そ
の
E
大
な
る
成
功
が

ロ
シ
ア
.

ぬ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
を
し

て
、
階
級

な
き
杜
會

の
建
設
を
早

く
も
目
捷

に
迫

つ
た
時
期

に
お

い
て
實
践
的
任
務
と
し
て
と
り
入
れ

且

つ
實

行
す

る

こ
と
を

可
能

な
ら
し
め
た
酷

に
あ
る
。
そ
し

て

そ

れ

は

事
實
上
、

マ
ル
ク

ス
主
義
ーー

レ
ー

昌
ン
主
義

の
職
勝
行

進
、
世
界
的
規
模

に
お
け
る
そ

の
正
當

さ

の
實

践
的
誰

明

で
あ
る
!

顧

み
れ
ば

ロ
シ
ア

・
プ

ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
が
政
構
を

×
x
し
た
時
は
、

ロ
シ
ア
は
資

本
主
義

の
嚢

蓮
と

い
ふ
黙

で
は
後
進
諸
國

ソ
ヴ
ェ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
轡
晶

・九
七

」



ソ
ヴ
エ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
甕

九
入

の

一
つ
で
あ

つ
た
。
も

つ
と
ひ
ど

い
こ
と

に
は
、
こ

の
後

進
國
は
職
孚

に
よ
り
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
誤
れ

る
経
濟

及
び
怠
業

に

よ
り
完
全

に
弱
り
切

ら
さ
れ
、

工
業

は
掩
齪

さ
れ
、
農
業

は
大
土

地
所
有
者

に
よ

つ
て
吸
鑑
さ
れ
、
立
ち
逞

れ
た
手
段

に
よ
つ
て

経
螢

さ
れ
、
勢
働
諸
力
は
職
事

に
よ

つ
て
取
り
あ
げ
ら
れ

、
完
全

に
困
態

し
て
ゐ
た
。

ロ
シ
ア

・
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
は
、

こ
の

立
ち
逞
れ
た
國

を
肚
會
主
義

の
最
初

の

x
×
に
韓
化

せ
し
め
ん
と

の
勇

敢
な
る
任

務
を
と
つ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
肚
會
民
主

々
義
者

の
側

か
ら
加

へ
ら
れ
た
非
難

に
曰
く
、

ロ
シ
ア
は
再
び
資
本

主
義

に
入
り
込

み
つ

玉
あ
る

と
。
た

と

へ
ば
オ
ッ

ト
ー

・
バ
ウ

エ
ル
は

い
ふ

「
工
業

の
肚
會

化

で
は
な

く
て
農
業

の
合

理
化
が
、
都
市
及

び
農

村

に
お
け

る

ロ
シ

ア
民
衆

の
生

活
程
度

を
高

め
る
最

重
要
な
る
手
段

で
あ
る
。
農
業

の
合
理
化
は
し
か
し
、
農
民

の
文
化
水
準

の
上
昇
を
前

提
と
す

る
。

…
・-
し
か
し
農

民
が
文
化
的

に
集
約

経
螢

へ
成
熟
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、

工
業

プ

・
レ
ク
リ
ア
ー

ト
の
猫
裁

に
堪

へ
難
く
感

す

る

に
至

る
で
あ
ら
う
。

そ
れ
が
工
業

の
肚
會
化
を
速
め
る

こ
と

に
よ

つ
て
で
は
な
く
、
實

は
農
民

の
文
化
的
向

上
を
意
圖
す

る

の
程
度

に
鷹

じ

て
の
み
、

ロ
シ
ア
に
お
け

る
猫
裁
は
勢
働

の
生
産

性
を
促
進

し
、
民
衆

の
生
活
程
度

を
高

め
う
る
。
だ
が

正
に
そ

の
こ
と
に
よ

つ
て
猫
裁

は
同
時

に
そ
れ
自
身

の
生
存

の
基

礎
と
共

に
崩

壊
す
る
、
即

ち
猫
裁

が
農
民
を
よ
り
高
き
文
化
水
準

に
引

上
げ
る
と
き

に
、
そ
れ

は
そ
れ
自
身

で
將
來

の
ヂ

モ
ク
ラ

シ
ー

の
土
豪

を
造

る

の
で
あ
る
」

と
。
即

ち

ロ
シ
ア
に
お
け
る
プ

ロ
レ

ク
リ
ア
ー

ト
の
猫
裁
は

か
う

い
ふ
結
果

に
な
る
。
農

民

の
文
化
水
準

の
向
上
な
く
し

て
は
勢
働

の
生
産
性

の
向
上

は

可

能

で

な

い
、
だ
が
農

民

の
文
化
水
準
が
上

昇
す
れ

ば
濁
裁
そ

の
も

の
、「
そ
れ
自
身

の
生
存

の
基
礎
」

が
崩
壊
す

る
、
そ
し

て
農
民
民
主

々

義

に
席
を
ゆ
つ
る
。
農

民
民
主

々
義

は
し
か
し
資
本

主
義

を
意
味
す

る
。
か
く

て
結
局

ボ
ル

シ

エ
ヴ
ィ

キ
は
再
び
資
本
主
義
を
造



り
出
す
、
と
か
う

い
ふ
の
で
あ
る
。

だ
が

バ
ウ

エ
ル
H

カ
ウ

ッ
キ
ー
會
社

の
如

上

の
疑
惑
と
非
難
と
を
尻
目
に
か
け
て
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

で
は
、
謂

ゆ
る

「
経
濟
職

線

の
個

々
の
断
暦

に
お
け

る
攻
勢

か
ら
全
線

に
わ
た
る
攻
勢

へ
の
杜
會
主
義

的
進
軍
」
が
嚢
展
し

た
。
第
十
六
同
窯

大
會

に
お

い

も

ヘ

へ

て

ス
タ
ー
リ

ン
は

い
ふ
た
ー

「
第

十
四

同
窯
大
會

は
主
と
し
て
工
業

化

の
窯
大
會

で
あ

つ
た
。
第
十

五
同
窯
大
會

は
主
と
し

て

ヤ

ヘ

ヤ

へ

も

も

共
螢
化
の
窯
大
會
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
総
攻
撃
の
た
め
の
準
備
で
あ
つ
た
。
過
去
の
諸
楷
梯
か
ら
匝
別
す
れ
ば
、
第
十
六
同
窯
大

禽
以
前
の
時
期
は
全
職
線
に
お
け
る
勉
會
主
義
の

一
般
的
攻
勢
の
一
時
期
、
工
業
の
領
域
並
び
に
農
業
の
領
域
に
お
け
る
肚
會
主

へ

も

へ

も

ゐ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

も

へ

も

へ

義

の
強
化

さ
れ
た
る
建

設

の

一
時
期

で
あ
る
。
第
十

六
同
窯

大
會

は
全
職
線

に
お
け
る
肚
會
主
義

の
完
成

せ
る
攻
勢

の
黛
大
會

、

階
級

と
し

て
の
ク
ー

ラ
ク
暦

の
掃
蕩

及
び
残
り
な
き
共
同
経
螢
化

の
實
現

の
窯

大
會

で
あ

る
」
と
。

第

十
六
回
黛
大
會

の
後

ち

一
個
年
牛
は
経

過
し
た
。

ロ
シ
ア

・
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は

そ
の
亘
人
的

な
成
果

に
早
く

も
凱
歌

を

あ
げ
う

る
こ
と
と
な

つ
た
。
即
ち
第

一
次

五
個
年

計
霞

の
根
本
的
且

つ
決
定
的

な
諸
成
果
は
、
第

十
七
回
窯

大
會

の
決
議

に
次

の

や
う

に
示
さ
れ

て
ゐ

る
の
だ
ー

へ

も

へ

も

も

ら

へ

も

へ

ぬ

へ

も

も

ヘ

ヘ

カ

ヘ

へ

「
前
時
期
に
お
い
て
吾

々
の
重
工
業
は
か
た
く
足
場
の
上
に
打
ち
建
て
ら
れ
、
全
國
民
維
濟
の
再
建

の
完
了
化
の
た
め
の
土
毫
、

肚
會
主
義
的
重
機
械
工
業
の
土
甕
は
築
き
あ
げ
ら
れ
た
。
同
時
に
輕
工
業
は
著
し
く
成
長
し
、
生
活
資
料
工
業

の
襲
展
テ
ン
ポ
は

五
個
年
計
書
の
任
務
を
遙
か
に
凌
駕
し
て
ゐ
る
。

農
業
に
お
い
て
は
根
本
的
な
回
鱒
ー

貧
農
並
び
に
中
農
大
衆
の
肚
會
主
義

へ
の
絡
局
的
韓
向
に
そ
の
表
現
を
見
出
す
ー

が

ソ
ヴ

エ
ー
ト
第

二
・次
五
個
年

計
幽壷

九
九



ソ
ヴ

エ
ー
ト
第

二
次

五
個
年
計
霊

一
〇
〇

へ

も

ヘ

ヘ

へ

進
行
し
た
。
肚
會
主
義
的
諸
形
態

(
國
曹
農
場
及
び
共
同
経
螢
)
が
農
業
に
お
い
て
支
配
的
な
地
位
を
略
取
し
た
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト

も

も

も

も

ヘ

ヘ

カ

も

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ぬ

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

も

ヤ

も

ヘ

ヤ

も

も

ヘ

へ

ぬ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

同
盟
は
小
さ
き
且

つ
最
も
小

さ
き
諸
経
螢

の

一
國
か
ら
、
共

同
維
螢

化
、
國
螢
農
場

の
成
長
、
及
び
機
械
技
術

の
最
廣

汎
な

る
適

も

ヤ

ヘ

へ

ぬ

も

ヘ

へ

も

あ

も

も

も

も

ヘ

ヘ

カ

へ

ゐ

へ

ぬ

も

ヘ

へ

も

も

ヘ

へ

も

ヘ

へ

用

を
基

礎

と
し

て
、
世

界

に

お
け
る

最

も

重

要

な

る
大

農
業

維

螢

の
國

に
韓

化

し

た
。
プ

ロ

レ
タ

リ
ア
革

命

の
最

重

要

且

つ
最

困
難

な

る
任

務

を
果

し
た

杜
會

主

義

の
こ

の

x

x
は
世

界

史

的

意

義

を
有

す

る
。
」

(06
⇔8
匿
象。・8

自
窪

μ
S

男
葺

6洋
。
5
響

6言

α
費

困
田

。。
口

μ
O
●○
』9
あ

℃
q◎
H
h
)

第

一
次
五
個
年
計
書

の
、

こ
の

一
般
的
特
性

の
解
明

に
は
次

の
諸
材

料
が
役
立

つ
で
あ
ら
う
ー

五
個
年
計
書

の
各
年
度

に
お
け
る

工
場

工
業

N
。蕊
鼠
巳
島
艮
。
の
絡
生
産
は
百
分
率

で
次

の
数
字

を
示
し

て
ゐ
る
。
即

ち

一
九

二
八
年
1

=

一二

・
四
パ

ア
セ

ン
ト
、

一
九

二
九
年
!

=

一四

・
三
パ
ア

セ

ン
ト
、

一
九
三
〇
年
ー

一
二
五

・
八
パ
ア

セ

ン
ト
、

一
九

三

一
年
-

一
一
二

・

一
パ
ア

セ

ン
ト

(
何
れ
も

一
九

二
六
-

二
七
年

の
不
攣
便

格

に
お

い
て
、
且

つ
各
前

年
を
常

に
ひ
と
し

く

一
〇
〇
パ
ア

セ
ン
ト
と

し
て
算
出
)
。

か

く

て

五

個

年

計

書

は
成
就

さ
れ

て
な
ほ
剰
り

あ
る
、

一
九

二
九
年

は
六
パ
ア

セ

ン

ト
だ

け
、

一
九

三
〇
年

は
七
パ
ア

セ

ン
ト
だ
け
、

一
九

三

一
年
は

一
三
パ
ア

セ

ン
ト
だ

け
。
こ

の
常

に
上
昇
し

つ
」
あ
る
数
宇

は

　

セ

ぬ

ヘ

へ

う

す

で
に
そ
れ
だ
け
で
、
第

一
亥
五
個
年
計
書
は

一
九

三
二
年

に
、
即

ち
五
個
年
計
書

の
第

四
年

目
に
完
全

に
成
就

さ
れ

る
で
あ

ら

う

こ
と
の

一
保
誰

で
あ
る
。

工
業

の
再
建
造
は
互
人

の
歩

み
を
も

つ
て
前
進
し

つ

、
あ
る
。
大

工
業

の
根
本

的
な
基
礎
は

一
九
二
七
-

一
九

三

一
年

の
期
間

に
四
六

・
ニ
パ

ア
セ

ン
ト
成
長
し
た
。

工
業

の
個

々
の
、
決
定
的
な

部
門

に
お
い
て
は
成
長
指
数

は
な

ほ

一
暦

亘
大

で
あ
る
。

一



'

九

二
七
年

と
比
す

れ
ば
決
定
的

工
業
諸

部
門

は
、

一
九

三
二
年

に
は
次

の
通
り

の
生
産

上
昇
を

示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
機
械

工
業

は

五

五

・
五
パ
ア

セ

ン
ト
を
、
鐵

工
業

は
四
三
・
九

パ
ア
セ

ン
ト
を
、
石
炭

工
業

は
四
七
・
三
パ
ア

セ

ン
ト
を
、

石
油

工
業

は
八

一
・

一
パ

ア

セ

ン
ト
を

、

電
氣

工
業

は

六

四

・
ニ

パ

ア

セ

ン
ト
を

、

化

學

工
業

は

八

三

・
四

パ

ア

セ

ン
ト
を

。
ー

こ
れ

を

平
均

す

れ

ば

六
二

・
六
パ

ア

セ
ン
ト
の
成
長
で
あ
る
。
石
油

H
並
び

に

ゴ
ム
工
業

に
お

い
て
、
機

械
建
造

及
び
農
業
機
械

建

造

に

お

い

て

は
、
五
個
年
計
書

は
三
個
年

で
成
就

さ
れ
た
。
そ

の
結
果

は
、
今
迄
は
輸
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
多
く

の
機

械
が
今

で
は
自

國
内

で
造
出

さ
れ

て
居

る

こ
と
、
そ
し

て
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟
は
、
第

十
四
同
窯

大
會

で

ス
タ
ー
リ

ン
が
宣

明
せ
る
綱
領

に
適
懸

し

な

が
ら
、
「
機
械
を
輸
入
す

る
國

か
ら
機
械
を
生
産
す

る
國

へ
」
攣
る

こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
は
絡

局
的

に
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

の
経
濟

的
猫
立
を
確
保

し
、
資

本
主
義
的
世
界
経
濟

の

一
附
屡
物

へ
の
韓
化
を
妨

げ
且

つ
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

の
擁
護
能
力
を
彊

め
る
も

の

で
あ

る
。

・

肚
會

主
義
國

の
損

張
再
生
産
は

一
九
二
八
-

二
九
年

に
は

一
一
。
ニ
パ

ア

セ
ン
ト
を
、

一
九

二
九
ー

三
〇
年

に
は
三
七

・
七
パ

ヘ

ヘ

ヤ

も

も

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ア

セ

ン
ト
を
高
め
た
。
か
や
う

に
し

て
そ
れ
は
人
類

史
上
未
聞

の
テ

ン
ポ
を
も

つ
て
前
進

し
た
。
f

周
知

の
通
り
、
資
本
主
義

に
お

い
て
は
資
本

の
有
機

的
組
成

の
獲
展
、
即
ち
薪
規

の
成

長
せ
る
勢
働

手
段

及
び
技

術

の
導

入
は
、
絶
封
的
貧

困
化

の
進
展

、

産
業

豫
備
軍

の
成

長
、
諸
勢
賃

の
低

落
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
貧

困
窮
迫
及
び
失
業

の
増
大
を
意

味
す
る
。
こ
れ

に
反
し
て
肚

リ

へ

リ

ヘ

へ

も

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

會
主
義
國
に
お
け
る
援
張
再
生
産
は
、
螢
働
者
階
級
の
幅
融
の
不
漸
の
増
大
及
び
失
業
の
掃
蕩
を
意
味
す
る
の
だ
。
こ
製
に
爾
饅

も

も

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

制

の
根
本
的

に
異

な

る
特

性
が
明
白

に
示
現
す
る
。
資
本

主
義

に
お

い
て
は

「
悪

魔
的
支
配
者
」

で
あ

る
生
産
諸
力

は
、
肚
會
主

ソ
ヴ
エ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
欝

一
〇

一



謬

ソ
ヴ
エ
ー
ト
第

二
次
五
個
年
計
聲

一
〇
二

義

國

に
お

い
て
は

プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー

ト

の

「
從

順

な

る
侍

僕

」

に
韓

化

す

る

(
エ

ン
ゲ

ル

ス
)
。

ヘ

ヘ

へ

も

つ
い
で
農
業

に
お

い
て
は
五
個
年
計
書

の
四
年

の
初
め

に
、
肚
會
主
義

部
門

は
私
経

濟
部
門

を
絶
封
的

に
凌

駕
し
た

(
農
民

の

六
ニ
パ
ア

セ

ン
ト
は
共
同
経
螢
化
さ
れ
た
)
。
「
農
民
民
主

々
義
」

の
代

り

に
、

オ
ヅ
ト
ー

・
バ
ウ

エ
ル
會
肚

の
ヂ

モ
ク
ラ

シ
ー

の

代

り

に
、
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

に
お
け
る
農
民
は
終
結
的

に
瓶
會
主
義

の
側

に
輻
向

し
た

の
で
あ

る
。

こ
れ
と
關
聯
し

て
こ
の
國

の

総
経
螢

に

お
け

る
私
的
部
門

の
割
前
は
絶
封

的

に
も
相
封
的

に
も
減

少
し
た
。
即
ち

一
九

二
八
年

に
は
四
七

・
三

パ

ァ

セ

ン

ト

に
、

一
九

二
九
年

に
は
三
八

。
九

パ
ア

セ

ン
ト

に
、

一
九

三
〇
年

に
は
二
七

・
八
パ
ア

セ

ン
ト
に
、

一
九

三

一
年

に
は

一
八

・
五

パ

ア

セ

ン
ト

に
、
そ
し

て

一
九

三
二
年

に
は
九

ニ
ニ
パ
ア

セ

ン
ト

(
農
業

を
も
含
め

て
)

に
。

最
後

に
國
民
所
得
は
今

ま

で
例

の
な

い
規
模

で
成

長
し

て
ゐ
る
。

一
九

二
六
ー

二
七
年

の
不
攣
債
格

で
表
現
す
れ
ば
、

一
九

二

九
年

に
は
二
八
八
億

ル
ー
ペ

ル
に
、

一
九

三
〇
年

に
は
三
三
三
億

ル
ー
ベ

ル
に
、

一
九

三

一
年

に
は
三
八

一
億

ル
ー
ベ

ル
に
上

つ

た
。

一
九

三
二
年

に
は
更

に
四
九

四
億

ル
ー
ベ

ル

へ
の
増
大

が
計
書

さ
れ
て
ゐ
る
。

か

」
る
事
實

の
前

に
は
、

五
個
年
計
書

の
成
就
さ
れ
な

い
こ
と
は

「
確

か
だ
」
と

い
ふ
カ
ウ
ヅ

キ
ー
及
び

バ
ウ

エ
ル
の
「
確
信
」

は
、
簡
軍

に

一
笑

に
付

せ
ら
る

べ
き

で
あ
る
。
そ
れ

ば
か
り

で
は
な
く
、

ソ
ヴ

ェ
ー
ト
は
國
家
資
本
主
義
だ
と

い
ふ
彼
等

の
読

の

不
営

な
る

こ
と
は
明
白

だ
。
砒
會

主
義

は
か
た
く
足
場

の
上

に
立

つ
て
ゐ
る
!

肚
會

主
義

的
工
業

の
張
力
な

る
成

長
と
農

民
経

螢

の
共
同
化
と
共

に
、

ソ
ヴ

ェ
ー

ト

・
ロ
シ
ア
は
瀧
會
主
義

の
時
期

に
入
り
込
ん
だ
。

レ
ー

昌
ン
が
國
家
資
本

主
義

に
關
聯
し

て

蓮

べ
た
肚
會

主
義

へ
の
移
行

の
最

重
要
な

る
諸

豫
件
は
充
分
に
充

さ
れ
た
。
か
く

て

ロ
シ
ア

・
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
第

二
の
五



個
年

に
お
い
て
、

ソ
ヴ

ェ
ー
ト

・
ロ
シ
ア
に

お
け
る
諸
階
級

を
完

全

に
慶
絶
し
且

つ
階

級
構
成

の
源

泉
を
絡
結
的

に
閉
塞

せ
ん
と

も

へ

も

も

も

す
る
政
治
的
任

務
を
樹
立
す

る

こ
と
が
出
來
た

の
で
あ
る
。

「
第

一
次
五
個
年
計
書
の
杜
會
主
義
的
建
設
の
最
重
要
な
る
成
果
は
」
f

と
第
十
七
同
窯
會
議
の
決
議
は

い
ふ
て
ゐ

る
ー

「
農

村

に
お
け
る
資
本
主
義

の
根
元

の
絡
結
的
慶
絶

で
あ

る
。

と
い
ふ
の
は
資
本
主
義

的
諸

要
素

の
完
全

な
る
掃
蕩

及
び
諸
階
級

の
完

全
な
る
曖
絶

が
豫

め
決
定

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
肚
會
主
義

の
基
礎
が

ソ
ヴ

ェ
ー
ト
同
盟

で
完

了
し
た

と

い

ふ

こ

と

は
、
『
誰
れ
が
誰

れ
を
』

と

い
ふ

レ
ー

昌
ン
の
問

ひ
が
都
市

に
も
農
村

に
も
完
全

に
且

つ
取
漕
し
難
ぐ
、
資
本
主
義

に
は
反
封

に
杜

會

主
義

に
は
有
利

に
、
決
定

さ
れ
た

こ
と
で
あ

る
。
」
(一W
①¢良
7
一麟の切ρ
oo
・
Q◎
悼
.)

叉
曰
く

「
第

十
七
同
窯

會
議

の
意
見
で
は
、
本
國

の
且
大
な

る
自
然

の
富
源
、
就
會
主
義
的
建
設

の
ボ
ル

シ
ェ
ヴ
ィ

キ
的

テ

ン

ポ
、
最
廣
汎
な

る
勢
働
者
11
及
び
共
螢
化
農

民
大
衆

の
成
長

せ
る
活
動
力

、
及
び
黛

の
正
し
き
指
針
は
、
以

つ
て
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同

盟

に
お
け
る
資
本

主
義

的
諸
要
素

を
絡
結

的

に
掃
蕩

せ
し
め
る
や
う
な
肚
會

主
義
的
維

濟

の
生
産
諸
力

の
焚
展
を
、
第

二
次

五
個

年
計
書

に
お

い
て
確
保
す

る
。
本
會
議

の
意

見
で
は
、
第

二
次
五
個
年
計
書

の
基
本
的

な
政
治
的
任
務

は
資
本

主
義
的
諸
要
素
及

び
階
級

一
般

の
終
結
的

掃
蕩

、
階

級
差
別

及
び
搾
取
を
醸
成
す

る
諸
原
困

の
完

全
な
る
慶
絶

、
維
濟

に
お
け
る
及
び
人
間

の
意
識

に
お
け
る
資
本

主
義

の
残
津

の
克
服
、
本

國

の
全
勤

勢
人

口
の
、
階
級
な
き
杜
會

主
義

枇
會

の
意
識
的
且

つ
護
動
的
建
設
者

へ
の

韓
化
、

こ
れ

で
あ
る
。
」
(】WOoり∩匿
麟
ω㎝6
》
◎自
●
Q◎
劇
)

か
く

て

ロ
シ
ア

・
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
x
x
の
結
果

と
し

て
、

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

の
生
産
諸
力

の
、
よ
り

以
上

の
亘
大
な

る

ソ
ヴ
ェ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
聲

一
〇
三



ソ
ヴ
ェ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
聲

一
〇
四

成

長

の
根
基

の
上
に
、
第

二

の
五
個
年

の
後

に
は
、
督

に
技
術

の
瓢

で

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

に
お
け

る
第

一
等
國

と
し

て
立

つ
で
あ
ら
う

へ

う

も

へ

も

ぬ

ヘ

ヘ

へ

も

も

カ

ヘ

へ

も

も

も

へ

ば
か
り

で
な
く

、
そ

こ
で
は
何

の
階
級
も
何

の
階
級

差
別

も
存

せ
ざ

る
所

の
、
そ
し

て
そ

こ
で
は
都
市

と
農

村

と
の
封
立

の
完

全

な

る
掃
蕩

や

ツ
ァ
ー

リ
ズ

ム
の
時

代

に
抑
墜

さ
れ
た

る
國
民

の
維
濟
的
並

び
に
丈
化
的
立
ち
遅

れ

の
終

局
的

掃
蕩

や
、
肉

饅
的
勢

働

と
精
紳

的
勢
働

と

の
差
別

の
徐

々
な
る
絶
慶

や
、
そ

の
他
等

々
の
、
今
後

の
困
難
な

る
諸
任
務

へ
の
仕
事

に
必
要
な
る
す

べ
て

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

も

へ

の
豫
備
諸
條

件

が
存
在
す

る
で
あ

ら
う
所

の
、
世
界

の
最
初

の
國

と
な

る
で
あ
ら
う
。

知

ら
れ
る
通

リ

マ
ル
ク

ス
は
共
産

主
義

の
二
段
階
を
匠
別
し
、

つ
い
で

レ
ー

昌
ン
は
そ

の
第

一
段
階

を
肚
會
主
義

、
第

二
段

階

ヘ

ヘ

ヘ

へ

を
共
産
主
義
と
名
づ
け
た
。
爾
者

は
ど
う
異
な

る
か
?
・

根
本
的
差
異

は
か
う
だ
、
即

ち
第

一
段
階
た

る
肚
會
主
義

は
資

本
主
義

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

り

か
ら
成

長
し
た

一
杜
會

で
あ
り
、
第

二
段
階
た

る
共
産
主
義

は
第

一
段
階

の
土
毫

の
上

に
、
枇
會
主
義

の
土
嘉

の
上
に
、
か
く

て

カ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

狸

自

の
土
毫

の
上

に
稜
展
す
る
。
從

つ
て
、
肚
會

主
義

の
段
階

に
お

い
て
は
な
ほ
資
本

主
義

の
淺
澤
が
経
濟
的
並

び
に
他

の
諸

方

面

に
存

在
す

る

の
は
不
可
避
的

で
あ
る
ば

か
り

で
な
く
、
肚
會
主
義
は
資
本
主
義

に
よ

つ
て
造
出

せ
ら
れ
た
生
産
諸
力

の
歌
態
を

そ
σ

出
獲
繍
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

ロ
シ
ア
に
お
け

る
資

本
主
義

の
立
ち
遅
れ

に
關
す

る
杜
會

プ
ア

シ
ス
ト
的
饒

舌

の
全
無

恥
を
照
明
す
る
。

ソ
ヴ

ヘ

へ

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

エ
ー

ト

・
ロ
シ
ア
は
、
最

も
獲
展

し
た
る
諸
國

に
お
け
る
資
本
主
義

に
よ
り
到
達

せ
ら
れ
た
技
術
的
土
壷

の
上

に
、
肚
會

主
義
を

建
設
す

る
の
可
能
性

を
有

し
て
ゐ
る
の
だ
。
そ
れ

だ
か
ら

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
曰
く

「
追

ひ
付

き
、
追

ひ
越

せ
」

と
。
資
本
主
義

に
お

い
て
到
達
ぜ
ら
れ

た
生
産
諸
力

の
高

さ
は
、

か
く

て
、
資

本
家

に
よ
る
生
産
手
段
並
び

に
生
産
物

の
領
有

に
絡
り
を
告
げ

し
め
生



産
手
段
を
肚
會
化
す

る

に
充
分

で
あ

る
、
だ

が
充
分

で
な

い
の
は
、
か

」
る
生
産

手
段

の
こ
れ
以
上

の
嚢
展
な
く
し

て
直

ち

に
、

「
各

人
は

そ

の
能
力

に
懸

じ

て
、
各

人

に
は
そ

の
欲
望

に
從

つ
て
」

と

い
ふ
根
本
原
則
が
支
配
す

べ
き
完
全
共
産
主
義

(
共
産

主

義

の
第

二
段
階
)
を
實

現

せ
ん
と
す

る

こ
と
だ
。
生
産
諸
力

の
比
較
的

に
不

充
分

な
る
嚢
展

の
た

め
に
、
こ

、
で
は
な

ほ
榮
働
が

へ

も

へ

も

も

嚴
重

に
管

理
せ
ら
れ
ね
ば
な

ら
な

い
。
搾

取
は
慶

止
さ
れ
、
枇
會

の
各
成
員
は
杜
會
主
義
肚
會

の

一
勢
働
者

と
な

る

(
非

麟

働
者

は
も
は

や
存
し
な

い
)
。

マ
ル
ク

ス
及
び

レ
ー

昌
ン
に
よ

つ
て
仔
細

に
描
爲

さ
れ
た
こ
の
肚
會

主
義
肚
會
秩
序

の
輪
郭

は
、

ソ
ヴ

ェ
ー
ト

・
ロ
シ
ア
に
お

い
て
す

で
に
今

日
見

え
る
と
こ
ろ
だ
。
諸
資
本
家

の
牧
奪

は
生
産
諸
力

の
こ
の
宜
人
的
な
嚢
展

の
基
礎

で
あ
る
。
プ

ロ
レ
ク
リ

ア

ー

ト
は
、
資
本
家
的
私
有
財
産
及
び
抑
墜

の
栓
梧

か
ら
解

放
さ
れ

て
、
薪

し

い
勢
働
科
學

を
育
成
し
、
勢
働

の
薪

し

い
諸
形
態
は

成
立

し
、
創
造
力

の
、
帥労
働
獄
喜

の
、
熱

狂

の
、
新

し

い
諸
源
泉
は
、
到

る
と

こ
ろ

で
遊
出
し

て
ゐ
る
。
農

民

は
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー

ト
の
指
導

の
下

に
、
そ
こ

へ
階
級
枇
會

に
よ

つ
て
突

き
落

さ
れ
た
所

の
、
そ
し

て
そ
れ
が
農

民
を
し

て

「
近
代
杜
會

の
穴
居

民
」
(
マ
ル
ク

ス
)

た
ら
し
め
た
所

の
、
何
千
年

か

の
長

い
間

の
野
蕃

か
ら
自

か
ら
を
解
放
す

る
。
資
本
主
義

に
お

い
て
は

工
業

と

農
業

と

の
均
齊
的
な
獲

展
を
不
可
能

な
ら
し
め
た
諸
原
因
は
消
滅

し
、
そ
し

て
農
業

の
亘
人
的
な
獲
展

が
始
ま

る
。
農
業

の
機
械

化
及
び
共
同
経
螢
化

に
基

づ
い
て
、
彼
れ

の
零
細
な
私
有
財
産

に
頑
迷

に
も
執
着

し

て
を
る
農

民

か
ら
、
肚
會

主
義
肚
會

の
意
識

的
建

設
者

が
生
ナ
る
。
今

日
な
ほ
存
在
す

る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
農
民
と

の
差
別
、

そ
れ
は
完

全
な
る
共

同
維
螢
化

に
至
る
ま

ヤ

も

へ

で
な
ほ
大

い
に
淺
る
も

の
だ
が
、

こ
の
差
別
が
消
滅

し
始

め
る
。
共
同
経
菅

化
さ
れ
た
農

民
は
、

こ
の
差
別

の
溝
滅

に
導
く

と
こ

ソ
ヴ
ェ
ー
レ
第
二
次
五
個
舘
計
鍵

一
〇
五



ソ
ヴ
ェ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
霊

一
〇
六

ろ

の
道

を
乗
り
越

え
た

の
で
あ
る
。
第

二
次
五
個
年

の
絡

り
ま
で
に
は
、
す

べ
て
の
勤
勢
者

は
杜
會
主
義

杜
會

の
意
識
的
弊
働
者

に
韓

化
し
了

へ
る
で
あ

ら
う
。

第

二
次
五
個
年

の
絡
り

に
は
、
吾

々
は

マ
ル
ク

ス
及
び

レ
ー

ニ
ン
が
描
爲

し
た
や
う
な
砒
會
主
義
砒
會

を
、
地
球

の
六
分

の

一

の
上

で
實

現
す

る
こ
と
と
な
ら
う
、
そ
れ
か
ら
共
産
主
義

の
よ
り
高

き
段
階

へ
の
獲
展

が
始
ま
り
得
る
。

一
凹
、
『
階
級
な
き
肚
會

の
建
設
ー
ー
第

二
次
五
個
年
計
書
の
基
本
任
務
』

第

十
七
同
窯
會
議

の
決
議

は
異
常
な

る
世
界

史
的
意
義
を
有
す
る
、
け
だ

し
そ
れ
は
階
級

な
き
肚
會

の
建
設
を
實
践
的
任
務
と

し

て
打
ち
た

て
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ

の
第

二
次
五
個
年

計
豊

の
任
務

の
問
題

は
第

一
次

五
個
年

計
書

の
成
果

か
ら
切

軌
離

し
て
取
扱
は
れ

え
な

い
、
後
者

の
成
果

に
も

と
つ

い
て
の
み
前
者

の
任

務
は
可
能

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

第

一
次

五
個
年

の
う
ち

一
九
三

一
年

は
第

三

の
決
定
的
年
度

で
あ

つ
て
、
肚
會
主
義
経
濟

の
建
設
と

い
ふ
そ

の
任
務
は
完
全

に

成
就
さ
れ
た
。
資
本
主
義
世
界

が
最
深
刻
な
る
恐
慌

に
よ

つ
て
震
憾

さ
れ

て
を
る
間

に
、

ソ
ヴ

ェ
ー
ト

・
ロ
シ
ア
の
経
濟

は
嵐

の

如

き
テ

ン
ポ
を

も
つ
て
前
進
し
た
。
杜
會

主
義

的
工
業

の
生
産

の
増
大
は

一
九

三

一
年

に
は

(
そ

の
前
年

に
比

し
)
二
〇

・
五
パ

ァ

セ

ン
ト

に
、
重
工
業

だ
け

で
は
二
八

・
七
パ

ア

セ
ン
ト
に
上

つ
た
。

こ
の
成
長

の
テ

ン
ポ
は
、
ど

こ
の

一
つ
の
資
本

主
義

國
を

と

つ
て
み
て
も
、
そ

の
最
上

の
開
花

期

に
お
け

る
工
業

の
成

長

テ

ン
ポ

の
二
倍
牛
乃
至

三
倍

に
相
當
す
る

の
だ
。

総
生
産
は
元
來

の
豫
定

で
は

一
九
六
億

ル
ー

ペ

ル
だ

つ
た
が
、

こ
れ
が

一
九
三

一
年

に
は
二
七
〇
億

ル
ー

ベ

ル
に
上

つ
た
。
農



業

に
お
け

る
共

同
維
螢
化

の
テ

ン
ポ
は
、
計
書

で
は
二
〇
パ

ア

セ
ン
ト
、
そ
れ

が

一
九

三

一
年

に
は
六

二

・
四
パ
ア

セ

ン
ト
に
、

し
か
も
播
種
面
積

の
上

で
は
八
〇
パ
ア

セ

ン
ト
が
共
螢
化
さ
れ
た
。
機
械
建
造

は
前
年

に
比
し

て
四
〇
パ
ア

セ

ン
ト
に
、
作
業
機

械

で
は
七
三
パ
ア

セ

ン
ト
に
上

つ
た
。
電
氣

工
業
は
四
三
パ

ア

セ
ン
ト
、
電
氣
力
も
同
じ
く
四

三
パ
ア

セ

ン
ト
、
石
油

工
業
は

二

ニ

パ
ア

セ

ン
ト
を
増
し
た
。
民
衆

の
主
要
浩
費
封
象

で
は

輔
ニ

パ
ア

セ
ン
ト

の
増
大
を
見

た
。

一
九
三

二
年

に
お

い
て
は
生
産
成
長

の
テ

ン
ポ
は
更

に

一
贋
急
速

で
あ
り
、

一
九

三

一
年

に
比
す
れ

ば
三
六
パ
ア

セ

ン
ト

の
工

業
成

長
を
見

る
だ
ら
う
。
第

十
七
同
窯
會
議

の
決
議

で
は
、
「
一
九
三
二
年

に
封
す

る
全
國
民
経

濟
的
計

書

の
最
重
要
な
る
任
務
は

冶
金
、
石
炭
、
及
び
機
械
建
造

の
領
域

に
お
け
る
生
産

11
及
び
建
造
綱
領

の
途
行

に
あ
る
。
」

と
記

さ
れ

て
を

る
が
、
製

鐵
業

の

領
域

に
お

い
て
は

一
九

三
二
年

に
銑
鐵
九
〇
〇
萬
噸
、
鋼

鐵
九
五
〇
萬
噸
、
棒

鐵
六
六
〇
萬
噸

が
豫
定

さ
れ

て
ゐ
る
。

こ
れ
を

一

九

三

一
年
計
書

の
逮
行
成
績

に
比
す

る
と
四
〇

〇
萬
噸
以
上

の
増

大
と
な
る
わ
け

で
、

こ

の
増
大
額

は

一
九

=
二
年

に
お
け
る

ツ

ア
ー
時
代

の

ロ
シ
ア
の
生
産

に
ひ
と
し

い
。

こ
れ
を
最
重
要
な
る
資
本
主
義
諸

國

の
、
し

か
も
そ

の
成

長

の
最
上

の
諸
年

を
と

つ

て
比
較
す

る
と
か
う
だ
。

イ
ギ
リ

ス
で
は
四
五
〇
萬
噸

の
銑

鐵

の
増
加

に
は
三
十
五
個
年

を
要
し
、

よ
り
急
速
な
る
テ

ン
ポ

で
成

ぬ

へ

長

し

た

ド

イ

ツ

で

は
十

個
年

を

、

そ

し

て

ア

メ
リ

カ

で
は

八

個
年

を

要

し

た
。

だ

が

ソ
ヴ

ェ
ー

ト

・
ロ

シ
ア

は

こ

の
距

離

を

一
個

へ

も

年

で
通
過

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

か
く

て
第

一
次
五
個
年

に
お

い
て
全
線

的

に
蓮

せ
ら
れ

た
諸
成
果

の
基
礎

は

工
業

化
政
策
、
重

工
業

の
興
隆

、
生
産
手
段

の
生

産

の
成
長
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
、
第

二
の
五
個
年

に
お

い
て
果

さ
る

べ
き
全
國
民
経
濟

の
再
建

の
完

了
化
を
約
束
す
る
本
架

ソ
ヴ
ェ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
書

一
〇
七



ソ
ヴ
ェ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
聲

一
〇
八

の
土
毫

た
る
も

の
で
あ
る
。

そ

の
上
、
第

一
弐
五
個
年

の
成
果

と
し

て
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

は

「
小
さ
き
且

つ
最

も
小

さ
き

土
地
所

有

の

一
國

か
ら
最
大

の
土
地
所
有

の
國

に
蒋
化

し
た
。
農
業

に
お

い
て
は
今

や
共
同
経
螢

と
國
螢
農
場

と
の
肚
會

主
義
的
諸
形
態

が
支
配
し

て
ゐ

る
。
」

反
革
命

的
ト

ロ
ッ
キ
ズ

ム
ス
の
誤

謬
は
決
定
的

に
明

か
に
さ
れ
た

の
だ
。

ト

ロ
ッ

キ
ズ

ム
ス
は
、

一
國

に
お
け
る
杜
會
主
義

の
建
設
は
不

可
能

で
あ
る
と
の
反
革
命

的
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
テ
ー
ゼ
を
も

つ
て
登
場

し
た
。
國
内

に
お
け
る
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
前

に
、
及
び
世
界

ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
前

に
勢
働
者
階
級

の
武
装

を
解

か

ん

と
す
る
ト

ロ
ッ
キ
ズ

ム
ス
の
此

の
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的

理
論

の
破
却

の
後

に
の
み
、
勝
利
は
得

ら
れ
、
杜
會
主
義
的
建
設

の
領
域

に

お
け
る
決
定
的
諸
成
果
は
達
し
得
ら
れ
た

の
だ
。
窯

を
誹
誘
し
た
ト

ロ
ッ
キ
ー
は
、
第

一
次
五
個
年
計
書
を
、

そ
こ
で
は

「
反
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
的
諸
傾
向
が
支
配
す

る
し

と
こ
ろ

の
、
即

ち
資
本
家

的
階
級

の
諸
傾
向

が
支
配
す

る
所

の

一
計
書

と
評
便
し
た
。

だ

が
吾

々
は

反
封

に
、
途
行

さ
れ
た

五
個
年

計
書

の
成
果

に
、

反
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
的
階
級
、
資
本
家
的
諸
要
素

が
紛
梓
さ
れ
た

の
を

見
る
。

も
し
も
窯

が
、
杜
會
主
義

の
建
設

に
農
民
暦

(
貧
農

及
び
中
農
)

を
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ

る
と

の
、
農
業

に
お
け
る
就

會
主
義
的
改
攣

及
び

プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト

に
よ
る
そ

の
指
導
が
不

可
能

で
あ

る
と
の
、
反
革
命
的

ト

ロ
ッ
キ
ズ

ム
ス
の
テ
ー
ゼ

を

紛
確
し
な
か

つ
た
と
し
た
ら
、
窯

は
農
村

に
お
け
る
肚
會

主
義
的
改
攣
を
實

現
し
、
第

一
次
五
個
年
計
書

に
お

い
て
大
艦
、
寄

生

的
階
級

の
掃
蕩

を
達

し
得
な

か
つ
た

で
あ

ら
う
。
肚
會

主
義

的
部
門

が
農
村

に
お
い
て
六
二

・
四
パ
ア

セ

ン
ト

の
共

同
化
農
民
経

誉

と
八
〇

パ
ア

セ
ン
ト

の
播
種
面
積

と
を
占
め

て
居
る
事
實

は
、
農

民
暦
を
肚
會
主
義

の
道

に
引

き
入
れ

る

こ
と
が
勢
働
者
階
級



に
と

つ
て
不
可
能

だ
と
す

る
反
革
命
的

ト

ロ
ッ

キ
ズ

ム

ス
の
理
論

を
完
全

に
破
壊
し

て
ゐ
る
。

さ

て
第

一
次

五
個
年
計
書

の
諸
成
果
は
第

二
次
五
個
年
計
書

の
主
任
務

の
成
就
を
條
件
づ
け
る
も

の
で
あ
る
が
、
後
者

は
す

で

に
述

べ
た

や
う

に
、
階
級
な
き
肚
會

の
建
設

と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

こ

」
で
階
級

な
き
枇
會

の
建
設

と
は
、

云
ひ
か

へ
れ
ば
杜
會

主
義

の
建
設
と

い
ふ
こ
と
で
あ

つ
て
、

い
ま
だ
完

全
共
産
主
義

の
建

設
を
任

務

と
す

る
の
で
は
な

い
。
階

級
な
き
肚
會

に
こ
の
二

段
階
あ

る
こ
と
は

マ
ル
ク

ス
及
び

レ
ー

ニ
ン
に
よ

つ
て
夙

に
明
確

に
規

定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
完

全
共
産

主
義

は
次

の
基

本
的
諸

モ
メ
ン
ト
に
よ
つ
て
特
徴

づ
け
ら
れ

る
。

一
、
生
産
手
段

の
私
有

の
慶
除

(
こ
れ
は
肚
會
主
義

で
も
同
じ
だ
)
。

二
、
分
配

は
、
「
各
人
は
そ

の
能
力

に
慮

じ

て
、
各

人

に
は
そ

の
欲
望

に
慮
じ

て
」

と

い
ふ
原
則

に
從

ふ
。

三
、
筋
肉
榮
働

と
精
紳
榮
働

と

の
差
別

の
止
揚

。

こ
の
共
産

主
義

の
段
階

、
即
ち
階

級
な
き
枇
會

の
絶
封
的

に
完

全
な
る
成

長

の
段
階

は
、
人
間

の
す

べ
て
の
欲
望
を
完
全

に
保
障

す

る
生
産
諸
力

の
焚
展

を
必
要
と
し
、
且

つ
同
時

に
人
聞
そ

の
も

の

玉
改
攣

の
完

了
化

を
要
求
す

る
。
最

高

の
段
階

へ
は
、

人
間

は
す

で
に
改
憂

せ
ら
れ
新

し
く
…敏
育
せ

ら
れ

て
、
薪

し

い
人
間

と
し

て
ゆ
き
着

か
ね
ば
な
ら
な

い
。

こ

の

モ
メ
ン
ト
を

レ
ー

晶
ン

は
、
共
産

主
義

の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的
誹
訪

の
假

面
を
剥
ぎ
と
る
際

に
極

め
て
明
確

に
力
調

し
た
。
す

べ
て
の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的
辮
護

者

は
、
力
を

こ
め
て
共
産

主
義

の
室
想
を
指
示

せ
ん
と
し
次

の
論
難

を
掲
げ

る
。

目
く
、
共
産

主
義

が
實
現
す

る
場
合

、
各

人
が
そ

の
欲
望

に
從

つ
て
取
得
す

る
と
は

い
か
に
し

て
可
能

で
あ
る
か
。

さ
う
す
れ

ば
各
人
は
あ
ら
ゆ

る
も

の
、
そ
し

て
出
來
る
だ
け
多

ソ
ヴ
エ
ー
ト
第

二
次
五
個
年
計
聲

一
〇
九

、



ソ
ヴ
エ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
寳

一
一
〇

く

を
自
己

の
た
め
に
要
求
す

る
だ
ら
う
、
そ
し

て
結
果

は
、

そ
の
砒
會

に
、
人
間

の
諸

欲
望

を
充
た
す

べ
き
物
質
的
源
泉

が
不
足

す

る
こ
と
と
な

ら
う
、
と
。

こ

、
か
ら
し

て
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的

イ
デ
オ

ロ
ー

ゲ

ン
は
、
共
産
主
義

は

一
の
室
想

で
あ
る
と
論
結
す

る

の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
共
産

主
義

の
敵

の

一
誹
誘
、
人
聞
肚
會

の
嚢

展

の
最
高
段
階

の
、
共
産
主
義

的
段
階

の
、
歪
曲

さ
れ

た
る
叙
述
以
外

の
何
も

の
で
も
な

い
。
な

ぜ
な

ら
ば
共
産

主
義

は
、

レ
ー

昌
ン
が
云

ふ
や
う

に
そ

こ
で
は

「
た

だ
資

本
主
義

の
貧

慾
な

る
藩
護

が
謬
着

し

て
居
る

に
す

ぎ
な

い
」

や
う
な
、
か

玉
る
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的
諸

見
解
並

び
に
諸
観

念

に
ょ

つ
て
特
徴

づ
け
ら

れ

な

い
、
共
産
主
義

は
新
し

い
人
間

に
よ
つ
て
、
勢
働

へ
の
新
し

い
關
係

に
よ

つ
て
、
生
産
諸
力

の
思

ひ
も

よ
ら

ぬ
成

長

に
よ

つ

て
特
徴

づ
け

ら
れ
る
か
ら
だ
。

こ

の
改
攣
、
新

し

い
人
間

の
創
造
は
、
聞
断

な
く
吾

々
の
眼
前

に
行
は
れ

つ

曳
あ
る
。
そ

の
最
上

の
誰
左
と
し

て
は
、
肚
會
主
義
的
大
衆
競
箏
及
び
突
撃
除
勢
働

の
成

長

の
格
外
的
な

テ

ン
ポ
が
役
立
ち
得

よ
う
。

次

に
共
産

主
義

の
よ
り
低
き
段
階

、

レ
ー

ニ
ン
の
謂
ゆ
る
肚
會
主
義

の
段
階

ー

そ

の
建

設
を
第

二
次

五
個
年
計
書
は
目
ざ
し

て
ゐ
る
ー

の
特
徴

づ
け

に
つ
い
て
は
、
次

の

モ
メ

ン
ト
が
注
意
せ
ら
れ

ね
ば
な

ら
な

い
。
即
ち
、
肚
會

主
義

の
下

で
は
吾

々
は

生
産
手
段

の
私
有

の
止
揚
を
も

つ
、
從

つ
て
吾

々
は
諸
階
級

の
止
揚

、
從

つ
て
階
級
な

き
杜
會
を
も

つ
、
だ
が
肚
會

主
義

肚
會

の

生
産

諸
力

は
未
だ
必
す

し
も
、
第

二
段
階

へ
の
、
完
全
共
産
主
義

へ
の
移
行
を
保
障
す

る
ほ
ど

に
は
成
長
し

て
ゐ
な

い
こ
と
だ
。

人
聞

は

い
ま
だ
完

全
に
自
か
ら
を
改
攣
し

て
居

ら
す

、

い
ま
だ
奮
時

の
淺
澤

か
ら
、
資

本
主
義

の
淺
津

か
ら
、
自

か
ら
を
解
き
放

つ
て
ゐ
な

い
。

こ
の
段
階

に
お

い
て
は
分
配

は
勢
働

の
量

に
從

つ
て
行
は
れ
る
、
從

つ

て
そ
れ
は

一
定

の
不
亭
等
を
造
り
出
す
。

だ

が
こ
の
不
亭
等
は
す

で
に
も
は
や
階
級
的

で
は
な

い
、
實

は
諸
力

の
、
天
賦

の
、
及

び
等

々
の
不
李
等

か
ら
畿
出

す
る

の
で
あ



る
。第

二
攻
五
個
年

計
書

に
お

い
て
吾

々
は
、
階
級

な
き
肚
會
主
義
砒
會

の
建
設
を
基
本

任
務

と
な
す

こ
と

に
よ
り
、
諸
階
級

と
、

及
び
階
級
差
別
を
條

件
づ
け
る
諸
原

因
と
を
、
即

ち
何
は

お

い
て
も
生
産
手
段

の
私
有

を
止
揚
し

て
し
ま

ふ
で
あ
ら
う
。
そ
し

て

こ
の
こ
と
は
、
第

一
次
五
個
年

計
書

の
成
果

に
基

づ

い
て

の
み
可
能

で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、

い
か
な
る
諸
成
果

が

そ

こ

に

あ

る

か
?
・

吾

々
は
す

で
に
第

一
次
五
個
年
計
叢

の
絡

り

に
は

一
切

の
生
産
手
段

、

一
切

の
牧

釜

の
九
〇
パ
ア

セ

ン
ト
を
杜

會
化
的
部
門

の

手
中

に
も

つ
こ
と
と
な

ら
う
。
そ

の
手
中

に
は
大

工
業

の

一
〇
〇
パ
ア

セ

ン
ト
、
小

工
業

の
九

〇
パ
ア

セ

ン
ト
、
國
家
商
業

の
九

八
パ
ア
セ

ン
ト
ま

で
は
集

中
さ
れ

る
で
あ
ら
う
し
、
ま
た
農
業

に
お
け
る
杜
會
化
的
部
門
は
七
五
パ
ア

セ

ン
ト

に
上

る

で

あ

ら

う
。

か
玉
る
仕
方

で
、
階
級

差
別

を
造
り
出
す
第

一
の
決
定
的
諸
條
件

の
止
揚
、
即
ち
生
塵
手
段

の
私
有

の
止
揚

が
十

二
分

に
、

第

一
次

五
個
年
計

叢

の
諸
成
果

に
よ

つ
て
確
保

せ
ら
れ
、
そ
し
て
こ
れ

が
第

二
次
五
個
年
計
書

に
お

い
て
完

全

に
實

現
さ
れ

る
で

あ
ら
う
。

同
様

に
資
本
主
義

的
諸

要
素

の
、

及
び
贅
本
主
義

の
基
本

的
な
土
毫
た
り
最

重
要
な
る
支
柱
た
る
農
村

ク
ー

ラ
ク

暦

の

止

揚

は
、
第

一
次
五
個
年
計
書

の
絡
り

に
は
す

で
に
大
禮
實

現
さ
れ
よ
う
。

一
九
三
ニ
ー

三
三
年

に
は
共

同
維
螢

化

の
貫
徹

と
、
及
び

そ

の
基
礎

の
上
に
階
級

と
し

て
の
ク
ー

ラ
ク
暦

の
慶
絶

と
が
完
了

さ
れ
よ
う
。
資
本
家
的
諸
要
素

た
る

ク
ー

ラ
ク
居

は

一
九

二
八

年

の
國
民
所
得
に
お

い
て
は

一
四

・
六
パ
ア

セ

ン
ト
の
比
重
を

も
つ
て
ゐ
た
が
、

一
九

三
二
年

に
は
…僅
か

に
○

・

一
パ
ァ

セ
ン
ト

ソ
ヴ
エ
ー
ト
第
ご
次
五
個
年
計
鑑

一
一
一



ソ
ヴ
エ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
鑑

一
一
二

を
算
す

る
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。

同
時

に
、
國

民
所
得

へ
の
私
的
部
門

の
分

け
前

は

一
九

三
二
年

の
絡
り

に
は
九

・
三
パ
ア

セ

ン

ト
に
落

つ
る
こ
と
も
ま
た
注
意
せ
ら
れ

ね
ば
な

ら
な

い
。

第

二
次
五
個
年
計
書

に
お

い
て
目
ざ
さ
れ
た
肚
會
主
義

の
建
設
、
階
級
な
き
祉
會

の
建
設
は
、
以
上

二

つ
の
最

重
要
な

る

モ
メ

ン
ト

の
外

に
、

去
ひ
か

へ
れ
ば
生
産
手
段

の
私
有

の
止
揚

と
資
本
家
的
諸
要
素

の
、
そ

の
残
澤

の
掃
蕩

の
外

に
、
今

一
つ
農

民
暦

と
螢
働
者
階
級

と
の
間

の
階

級
差
別

の
止
揚
を
意
味
す

る
。
し
か
も

こ
の
差
別

の
止
揚

な
く
し
て
は
、
階
級

な
き
就
會

の
實

現
は

不
可
能

で
あ
る
。

レ
ー

ニ
ン
は
こ
の
黙
を
、

一
九

二

一
年

、
全
露
交
通
會

議

の
席
上

で
行

ふ
た
彼
れ

の
演
読

の
う
ち

で
、
特

に
明
確

に
力

調
し

て

云
ふ
た
ー

「
私
が
今
、
諸

君

の
議
室
を
通

つ
た
と
き
、

一
枚

の
貼

札
に
出
會

ふ
た
、
そ

の
題
言

に
曰
く
、
『
勢
働
者

と
農

民
と

の

支
配
は
終

り
な

か
ら
ん
』

と
。

そ
し
て
私

が
こ
の
特
色
あ

る
貼

札
を
讃

ん
だ
と
き
、

こ
の
貼
札
は
決

し

て
他

の
場

所

に

で

は

な

く
、
隅

つ
こ
に
掲
げ
ら
れ

て
あ

つ
た
が
、
1

多
分

誰
れ
か
が
、

こ
の
貼

札

の
適
切

で
な

か
つ
た

の
に
氣

が
つ
い
て
、
そ
れ
を
後

方

へ
引
移

し
た

の
だ
ら
う
ー

と
も
か
く
私
が

こ
の
注
意
す

べ
き
貼

札
を
讃

ん
だ
と
き
、
私
は
思

ふ
た
、
『
い
か
に
初
端
的
且

つ
基

本
的
な
事
柄

に
つ
い
て
、
吾

々
の
間

に
は
誤
解

と
謬
見

と
が
存
す

る
か
』

と
。
事
實

、
も

し
勢
働
者

と
農

民
と
の
支
配

が
終

り
を

も
た
な
か

つ
た

な
ら
ば
、
そ
れ

は
と
り
も
な
ほ

さ
ナ

、
肚
禽
主
義
は
決

し

て
存

し
な

い
で
あ

ら

う

こ

と

を

意
味
す
る
。
な

ぜ

な

ら
ば
、
肚
會
主
義
は
諸
階
級

の
止
揚
を
意
味
す

る
の
で
あ

つ
て
、
勢

働
者

と
農

民
と
が
止
め
ぬ
限
り
諸
階
級

も
ま
た
淺
存
す

る
こ

と
と
な
り
、
や
が
て
ま
た
完
全

な
る
肚
會
主
義

は
存
し
得
な

い
こ
と
と
な

る
か

ら
で
あ
る
。
」

「



.
よ
り
明
確

に
こ

の
モ
メ

ン
ト
を
特
徴

づ
け
て

レ
i

昌
ン
は
云

ふ
た

ー

「
諸
階

級
を
止
揚

せ
ん
が
た
め

に
は
、
第

二
に
艸労
働
者

と
農
民
と

の
差
別

を
除
斥

せ
ね
ば
な
ら
な

い
、
人

は
す

べ
て
勤
榮
者

〉
き
簿
6巳
窪

に
な
ら

ね
ば
な
ら
な

い
。
」

と
。

正
に
こ

の
、

す

べ
て
の
も

の
曳

「
勤

勢
者

」

へ
の
韓

化
が
、
即
ち
農
民
暦

と
勢
働
者
階

級
と

の
階
級
差
別

の
止
揚

が
、
第

二
次
五
個
年
計
書

に

お

い
て
果

さ
れ

よ
う
と
す

る
。
そ
し
て
こ

の
こ
と
は
、
農

民

の
肚
會
主
義
的
新

教
育

と

い
ふ
最
重
要
な
る
課
題

の
成
就
が
第

二
次

五
個
年
計

書

に
お

い
て
實

現

さ
れ

る
こ
と
を
意
味
す

る
。

農

民

の
肚
會
主
義
的
新
教
育
、
杜
會
主
義
的
人
間

の
創
造

と

い
ふ
主
任
務
は
し
か
し
、
階
級
岡
宰

の
修
飾

さ
れ

た

一
特

殊
形
態

で
あ
る
。
從

つ
て
ソ
ヴ

ェ
ー
ト
同
盟

に
お
い
て
今
後

な
ほ
こ

の
形
態

の
階
級

圃
争

が
鋭
化
す

る
の
は
不
可
避
的

で
あ
る
。

人
間

の

意
識

に
お
け
る
、
及

び
経
濟

に
お
け
る
資
本

主
義

の

一
切

の
淺
澤

(
平
等
化
や
、
共
同
維
螢

の
有
機

的
経
濟
的
彊
化

の
妨
害

や
,

勢
働
科
學

の
妨
害

や
)

の
克
服
は
、
階
級
圖
争

の

一
特

殊
形
態

と
し
て
第

二

の
五
個
年

に
ま
す
ま
す

尖
鋭
的

に
成
長
す
る

で
あ

ら

う
。
だ
が
こ
の
階
級
闘
孚

の
結

果
は
、
必
ず

や
窯
員

の
比
較

的
不
安
定
な
個

々
の
暦

に
外
部

か
ら
の
諸
影
響

が
侵
入

し
、
種

々
な

る

日
和
見

的
離
脱

と
動
揺

と
を
ひ
き
起
す

だ
ら
う
。
從

つ
て
右
翼
日

和
見
主
義

(
與

へ
ら
れ

た
段
階

に
お
け
る
主
た
る
危
瞼

)
と

の
、「
左
翼
」

日
和
見
主
義

と

の
、
懸
便
主
義
者
と

の
、

反
革
命

的
ト

ロ
ッ

キ
ズ

ム

ス
と
の
、
そ
し
て
怠
け
者

の
リ
ベ

ラ
リ
ズ

ム

ス

と

の
岡
争

の
、

こ
れ
以
上

の
成

長
は
、
第

二
次
五
個
年
計
豊

に
お

い
て
日
程
か
ら
逸

し
去

ら
な

い
任
務

と
な

る
。

こ

製
に
プ

ロ
レ
ク
リ
ア
國
家

が
、
第

二
次

五
個
年
計

叢

に
お

い
て
持
績

さ
れ
、
そ
し

て
更

に
張
化
せ
ら
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
理
由

が

ゐ

も

ヘ

ヘ

ヤ

う

た　

も

あ

る
。

と

い
ふ

の
は
、
第

二
次
五
個
年
計
書

で
は
肚
會
主
義

の
、
ー

だ
が
、
全
き
共
産
主
義

の
で
は
な
く
ー

建
設

の
任
務
が

ソ

ヴ

ェ
ー
ト
第

二
次

五
個

年
計
聲

一
一
三



ソ
ヴ
エ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
霊

一
一
四

確

定
さ
れ

て
ゐ
る
か
ら
だ
。

エ
ン
ゲ
ル

ス
の
用
語
を
用

ふ
る
な

ら
ば
、
國
家

は

こ
の
段
階

で
は
な
ほ

9
冨
§

冨
昌

し
な

い
。
然

か

な

る
の
は
、
完

全
共
産
主
義

の
下

に
お

い
て
の
み
、
即
ち
肚
會

が

「
各
人
は
そ

の
能
力

に
慮

じ

て
、
各

人

に
は
そ

の
欲
望

に
底

じ

て
」
と

い
ふ
原
則
を
實

現
す

る
場
合
、

云
ひ
か

へ
れ
ば
人
聞

が
共
同
艦
生
活

の
根
本

原
則

に
注
意
す
る

に
慣

れ
、
そ

し
て
人
聞
が

し

も

も

へ

意

の
ま

玉
に
そ

の
能
力

に
鷹

じ
て
勢
働
す

る
こ
と
が
出
來

る
ほ
ど
そ
れ
ほ
ど
彼
等

の
勢
働

が
生
産

的
と
な
る
場
合

で
あ
る
。

勢
働
生
産

性

の
異

常
な

る
成

長
は
か
や
う
に
、
よ
り
高

き
共

産
圭
義

の
段
階
を
確
保
す

る

に
も
必
要
不
可
訣

な
物

的
基
礎

で
あ

る
が
、
よ
り
低
き
段
階

た
る
肚
會
主
義

の
建
設

に
も

こ
れ
は
同

じ
こ

と
だ
。

レ
ー

ニ
ン
は
云

ふ
ー

「
螢

働

の
生
産
性

は
結

局
最

重
要
な
る
も

の
、
薪

肚
會
秩
序

の

×
x
の
た
め

の
主
要
事

で
あ
る
。
資
本
主
義
は
、
奴
隷
制

下

で
は
決
し

て
存
し
な
か

つ
た
勢
働

の

一
生
産
性
を
造
り
出

し
た
。
資

本
主
義

は
、
就
會

主
義

が
新
規

の
、
遙

か
に
よ
り
高
き
勢
働
生
産
性
を
造
り
出
す

こ
と
に
よ
つ

て
、
終
結

的

に
征
服

さ
れ
え
、
ま
た
さ
れ

る
で
あ
ら
う
」

と
。

こ
の
た

め
に
と
ら
れ
來

つ
た

の
が
、
先
進
資
本

主
義
諸
國

に

「
追

ひ
付
き
追

ひ
越

せ
」

の

ス

ロ
ー
ガ

ン
だ
が
、
同
時

に
ま
た

こ

玉
に
、
第

二
次
五
個
年
計
霞

に
お

い
て
生
産
性

の
こ
れ
以
上

の
成
長

が
企
圖

さ
れ

て
や
ま

ぬ
理
由
が

あ
る
。

X

X

×

X

今
や
極
め
て
明
瞭
に
、
資
本
主
義
経
濟
に
比
し
て
の
砒
會
主
義
経
濟
の
進
歩
が
見
ら
れ
る
。
資
本
主
義
諸
國
、
全
資
本
主
義
世

界
が
最
深
刻
な
る
工
業
恐
慌
に
、
及
び
そ
れ
と
も
つ
れ
合
つ
た
農
業
恐
慌
に
、
そ
し
て
ま
た
強
力
な
る
金
融
恐
慌
に
捉

へ
ら
れ
て

居
る
間
に
、
資
本
主
義
諸
國
に
お
け
る
生
産
が
不
断
に
低
下
し
そ
し
て
最
重
要
な
る
資
本
主
義
諸
國
に
お
け
る
生
産
装
置
が
僅
か

0



に
そ

の
四
〇
ー

五
〇
パ
ア

セ

ン
ト
が
利
用

さ
れ

て
居
る

に
過
ぎ
す

、
播
種
面
積
は
制

限
さ
れ

て
居

る
間

に
、
そ
こ
で
は
失
業

が
横

濫

し
て
四
千
萬
を

超

え
る
入
間
を
捉

へ
て
居
る
間

に
、
申
農
及

び
小
農

の
貧
困
化
が
ま
す

く

増
大
し

つ

曳
あ
る
聞

に
、
そ

こ
で

は
飢

餓
と
貧
困

と
が
支
配
し

て
居
る
間

に
、
ー

こ

瓦
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同

盟
、
就
會
主
義

の
國
は
、
史
上
未
聞

の
テ

ン
ポ
を
も

つ
て

そ

の
輕
濟
を
獲
展

せ
し
め
、
第

一
次
五
個
年
計
書
を
成
功
裡

に
完
了

し

て
階
級
な
き
肚
會

の
建
設

と

い
ふ
任
務
を
第

二
弐
五
個
年

計
書

に
お

い
て
果

さ
う
と
す
る
。

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

に
お

い
て
は
勤
勢
大
衆

の
物
質
的
水
準
は
不
漸

に
増
進
し
、
失
業

は
完
全

に

掃
蕩

さ
れ
、
人

ロ
の
文
化
水
準
は
張
力

に
高
ま

り
つ

曳
あ
る
。

か
く

て
吾

々
は
第

二
次

五
個
年
計
豊

の
逮
行
を
侯

つ
て
、
な

ほ
よ

り

一
暦

の
明
瞭

さ
を
も

つ
て
、
肚
會

主
義

の
禮
制
は
生
産
諸
力

の
成

長
と
人
闇

の
こ
れ

以
上

の
襲
展

と
を
確
保
す
る
唯

一
無

二

の

髄
制

で
あ
る
こ
と
を
全
世
界

の
前

に
示
現
す
る

で
あ
ら
う
。

結
ー

ソ
ヴ
ェ
ー
ト
輕
濟

の
登
展
と
資
本
主
義
世
界

以
上
、
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
第

二
次
五
個
年
計
書

に
關
す

る

二
文
献

の
紹
介
を
絡

つ
た
。
人

は
こ
れ

を
通

じ

て
、
お
そ
ら
く
吹

の
二

つ

の
問
題

を
提
起

す
る
で
も
あ
ら
う
。

一
は

ソ
ヴ

ヱ
ー

ト
同
盟
内
部

の
問
題

で
あ
り
、

他
は
樹
資
本
主
義
世
界

の
關

聯

の
問

題
で
あ

る
。
具
灘
的

に
云

へ
ば
ー

一
、

ソ
ヴ

ェ
ー

ト

同

盟

は

次

の
五

個
年

に
お

い
て
果

し

て
そ

の
基

本

任

務

を
成

就

し
得

る

で
あ

ら
う

か

、

二
、

ソ
ヴ

ェ
ー

ト

同

盟

の
こ
れ

以
上

の
経

濟
焚

展

と

プ

ロ

レ
タ

リ

ア

ー

ト

・
ヘ
ゲ

モ

昌
イ

の
張

化

と

は
資

本

主

義

世
界

の
將

來

ヅ
ヴ

属
1
か
第

二
次
五
個
年
計
豊

一
一
五



■

ツ
ヴ
ェ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
叢

一
工
ハ

に
何
を
も

た
ら
す

で
あ
ら
う
か
。

右

の
う
ち
第

一
の
問
題
は

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

の
將
來

に
關
す
る
豫

測

で
あ
る
か
ら
、
正
確
な
る
同
答

は
無
論
不

可
能

で
あ
る
。

だ

が
第

一
次
五
個
年
計
書
を
四
年

と
三

個
月
で
、
し
か
も
豫

期
以
上

の
成
績

で
や
り
途
げ

た
ソ
ヴ

ェ
ー
ト
同
盟

の
張
固
な
意
思

と

努
力

と
か
ら
判

定
す
れ
ば
、
第

二
次

五
個
年

計
震

が
軍
な

る
綱
領
倒
れ

る
に
絡

る
も

の
と
は
云
ひ
難

い
で
あ
ら
う
。

ソ
ヴ

ェ
ー

ト

は
必
す

や
次

の
計
書

を
も
、
た
と
ひ
第

一
次

五
個
年

の
成

長

テ

ン
ポ

に
比
す

べ
く
も
な

い
と
し
て
も
、
と

に
か
く
實
践

に
移
し

て

行

く
だ
ら
う
。

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

に
と

つ
て
の
困
難
は
唯
だ
、
勢
働
者

と
農
民

と
の
階
級

差
別

の
止
揚
、
筋
肉
勢

働
と
精
紳
榮
働

と

の
差
別

の
止
揚
、
と

い
ふ

一
基
本

任
務

の
遽
行

に
か

」
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

だ
が
こ
の

一
抹

の
疑
念
も
、
詮
す

る
と

こ
ろ
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
観
念

の

一
派
生

で
し

か
あ
り
得
・ず
、
杜
會
主
義

的
建
設

に
狂
奔
す

る

ロ
シ
ア

・
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
に
と
つ

て
は
解
決
す

べ
く
然

か
く
困
難
な
問
題

で
な

い
か
も
知
れ
な

い
。
彼

等
は
彼
等
自
身

の
存
在

に
も
と
つ

い
て
、
彼
等
自
身
解
決
す

べ
き
問
題
を
提
起
す

る
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ

る
。

ヤ

へ

右

の
問
題

に
比
す
れ
ば
、
第

二

の
問

題
は
よ
り
差
迫

つ
た
、
わ
れ

ら
自
身

の
も

つ
焦
眉

の
問
題

で
あ
る
。
少
く

と
も
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
経
濟
が
徐

々
に
萎
縮

し
、
資
本

主
義
世
界

の
軍
な
る
附
屡
物
に
韓

化
し

つ

製
あ

る
と
で
も

い
ふ
確
誰

が
掴
め
な

い
限
り
、
資
本

主
義
諸
國

は
封

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
の
關
係

に
お

い
て
安
如

た
る
存
在
を
保

ち
得
な

い
。
ま

し
て
ソ
ヴ

ェ
ー
ト
経
濟

が

「
史
上
未
聞

の
テ

ン
ポ
」
を
も

つ
て
前
進

し
、
限
り
な

き
生
産
諸
力

の
成
長
を
實

現
し

て
を
る
こ
と
が
疑

ひ
な
き
眼
前

の
事
實

で
あ

る
場
合

に
は
、

資
本
主
義
諸
國
の
態
度
は
期
せ
す
し
て

一
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
消
極
的
な
傍
観
か
ら
、
積
極
的
な
干
渉

へ
の
同
縛
、
f

し
か



も

も

へ

も

も

へ

も

も

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

こ
の
態
度

の
回
輻
は
、
資

本
主
義

世
界

の
枠

の
中

に
お
け
る
死
活

の

「
正
當
防
衛
」

で
も
あ
る
。
何
故

か
?

姑

ら
く

オ
イ
ゲ

ン

・
ヴ

ァ
ル
ガ

を
し
て
語
ら
し
め

よ
。
彼
れ

は

一
九

三
〇
年

の
初
夏

『
肚
會
主
義
的
建
設

と

x
x
す
る
資

本
主

義

』

と

題

す

る

一
丈

を

嚢

表

し

た

(<
舞

嘘

"
◎。
o
臥
僧
瀞
昏

ゴ
o
円
》
き

碧

1

◎0
9
Hぽ

巳

。「
国
巷

陣寅
房
旨
霧
"
冒

"
d
暮
臼

↑

頃
碧
5
魯

↑

]≦
潜
7

×
闘ωヨ
器

H
<
●
智
穿
槻
.
。。
.
属
聾

》
冒
三
μ
O
。。
O
)
が
、
そ

の
中
で
彼
れ
は
、
世
界

に
お
け
る
二

つ
の
異
な
る
維
濟
艦
制
ー

肚
會

主
義

と

資
本
主
義

と
ー

が
全

く
相

反
す
る
方
向

へ
の
獲
展
過
程
を
急

ぎ
な
が
ら
、
し

か
も
階
級
關
係

の
上

で
は
相
慮
す

る
道
を
進

む

の

外
な

き
所

以
を
読

い
て
次

の
や
う
に
云
ふ
た
。

「
こ
れ
を
要
約

す
れ
ば
f

資
本
主
義

の
稜
展

は
必
然

に
、
そ
れ
を

支
配
し

て
居

る
大

ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
進
捗
的
分

離
化

へ
、

廣
汎
な

る
農
民
及
び
小
ブ

ル
ジ

ョ
ア
大
衆

の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
か
ら
の
解
放

へ
、
及

び
こ
れ
ら

の
大
衆

の
、

ブ
ル
ジ

翁
ア
ジ
ー
並

に
資
本

主
義
髄
制

の
主
敵

た
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト

の
指
導
下

へ
の
釜

々
増
大
す

る
下
位
的
編
成

へ
、
と
導
く
。

「
肚
會
主
義

へ
の
方
向

に
お
け
る
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
維
濟

の
嚢
展

は
必
然

に
、
プ

ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト

の
土
墓

の
張
化

及
び
損
大

へ
、
敵

封
的
階

級

の
淺
物

の
分
離

へ
、

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
と
申
農
暦

と

の
間

の
軋
礫

面

の
縮
少
化

へ
、
諸
階
級

の
絡

局
的

掃
蕩

へ
の
方

向

の
急

速
な
る

一
爽
展

へ
、
と
導
く
。
二

つ
の
艦
制

の
樹
瞭
的

な
経
濟
的
獲
展

に
は
、
か

」
る
仕
方

で
、
階
級
諸
關
係

の
併
行

し

ゆ
く
封
瞭
的
獲
展
が
相

互

に
封
憲
す

る
。
」
(<
舞
αq
P
帥
●
薗
・
O
.
。。
・
。。
O
μ)

だ
が
、
よ
り
注
意
す

べ
き
彼
れ

の
言
読

は
、
資
本
主
義
諸
國

の
間
に
お
け
る
帝
國
主
義
的
封

立
關
係

を
述

べ
た
後

に
附
加

へ
た

次

の

一
節

に
現

は
れ

て

ゐ

る
。

目
く

-ー

ソ

ヴ

エ
ー
ト
第

二
次

五
個

年

計
鑑

一
一
七



ソ
ヴ
エ
ー
ト
第
二
・次
五
個
年
計
霞

一
一
八

「
だ
煙
然
い
、
僻
妙
ゆ
費
恥
勢
靭
謙
財
跡
ゆ
か
励
か
諮
勤
跡
を
瀞
が
ゆ
趣
か
か
か
紛
伽
ゆ
、
費
劇
翌
靭
ど
認
翻
ゼ
親
ど
び
、
ナ
が

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

ぬ

ぬ

ヘ

ヘ

へ

で

ヤ

へ

も

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

カ

へ

ぬ

も

も

も

も

も

ヘ

カ

も

も

へ

ぬ

ヘ

ジ

ョ
ア

ジ
ー

の
支
配

と
プ

ロ

レ
タ
リ

ア

ー

ト

の
支
配

と

の
、
資

本

主
義

世
界

と

ゾ

ヴ

ェ
ー

ト
同

盟

と

の
基

本

的

封

立

で

あ

る
。
帝

國
主
義
的
諸
封
立
は
な
ほ
然
か
く
深
刻
で
あ
る
と
は
い
へ
、
二
つ
の
艦
制
i

歴
史
的
過
去
の
艦
制
た
る

×
×
す

る
資
本
主
義

と
、
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

に
お

い
て
今

現
に
具
艦

的
な
姿
を
と

つ
て
を
る
所

の
人
類

の
歴
史
的
將
來

の
腿
制
た
る
杜
會
主
義

と
ー

ー

の
杜
會
的
封

立
は
、
な

ほ

一
贋
深
刻

で
あ
る
。

ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
は

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同
盟

に
お
け
る
枇
會
主
義
的
建
設
を
鴻

極
的
な

観
察
者

と
し
て
傍
観
す

る
こ
と
が
出
來
な

い
、

彼
等
は
早

か
れ
遅

か
れ
、
就
會
主
義

の
こ
れ

以
上

の
建
設
を
武
力

を
も

つ
て
妨
害

す

る

の
試

み

を

敢
行

せ
ざ

る

を
得

な

い
。

ロ
シ
ア

の

プ

ロ
レ
タ

リ

ア
ー

ト
ー

そ

の
も

の

へ
歴
史

は
、

第

一
者

と
し

て
ブ

ル
ジ

ョ

ア

ジ
ー

の
羅
朝

を

×

×
し

、

プ

ロ

レ
タ

リ

ア
的

×

x
権

力

を

打
建

て
、

そ
し

て
杜
會

主
義

の
建

設

に
着

手

せ

ん

と

の
、
光

榮

に
満

ち

た
任

務

を

課

し

て
ゐ

る

の
だ
ー

は

、

レ
ー

ニ
ン
の
窯

の
指
導

の
下

に
、

及

び

世
界

の

×

x

x
プ

ロ
レ
タ

リ

ア

ー

ト

の
援

助

を

侯

つ

て

、

國

際

プ

ロ

レ
ク

リ

ア

×

×
の

要

塞

の

守

備

と

い

ふ

任

務

を

も

ま

た

×

x

の

う

ち

に

果

す

で

あ

ら

う

。
」

つ
詞
お
斜

鉾

勲

ρ

◎自
.
Q。
O
bg
I

Q。
O
Q。
.
傍

瓢

原

文

)
。

改
め
て
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
資
本
主
義
生
産
方
法
の
基
本
矛
盾
f

生
産
の
就
會
的
性
質
と
領
有
の
資
本
家
的
形
態
と
の
矛
盾

ー

は
、
資
本
主
義
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
慮
じ
て
種

々
異
な
る
現
象
形
態
を
と
つ
て
現
は
れ
る
。
資
本
主
義
世
界
と
ソ
ヴ
ェ
ー

ト
同
盟

と
の
封
立
は
、
職
後
資

本
主
義

の
、
謂

ゆ
る

「
資
本
主
義

の

一
般
的
危
機

の
時
期
」

と
し
て
特
徴

づ
け
ら
れ
る
現
段
階

に

お
け
る
基
本
矛
盾

の
最

も
大
き

い
獲

現
形
態

で
あ
る
。
こ

の
矛

盾
は
ど
う

に
か
克
服

せ
ら
れ

ね
ば
な

ら
な

い
、
杜

會
主
義

の
側

か



ら
そ
れ

を
要
求
す

る

の
は
無
論
だ
が
、
資

本
主
義

の
安
定
的
存
績

の
た
め

に
も

そ
れ
は
絶
封
的

に
必
要

で
あ
る
。
封
蹴
的
な
相

創

的
な
二

つ
の
艦
制
は
、
永
き

に
わ
た

つ
て

一
つ
の
世
界

に
併
存
す
る

こ
と
を
許

さ
な

い
。
原
理
上
、
爾
者

は
相
争

ふ
の
ほ

か
第

二

の
道
を
相

互
に
知
ら
な

い
も

の
で
あ
る
。

ソ
ヴ

ェ
ー
ト
第

二
次
五
個
年
計
書
は

か
く

て
、
階
級

な
き
杜
會

の
建
設
を
目
ざ
す

こ
と
に
よ
り
そ
れ
自
身

異
常

な
る
世
界
史
的

意
義
を
保
有
す

る
と
同
時

に
、
そ

の
途
行

は

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同

盟
と
資
本
主
義
世
界

と

の
封
立
關
係
を
ま
す

ー

鋭

化
せ
し
む
る

の

結
果
と
な
ら
う
。

こ

の
意
味

に
お

い
て
、
資

本
主
義
諸
國

の
就
會

民
主

々
義
者

、
砒
會

フ
ァ

シ
ス
ト
、
市
民
派
経

濟
學
者

が
近
來

頻

り

に
論

陣
を
張

つ
て
、

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
計
書
経
濟

の

「
全
線
」
的
攻
撃
を
急

ぎ

つ

」
あ
る
が
如
き
観
を
呈
し

て
ゐ

る
の
も

ま
た
所

以
な
し
と
し
な

い
。

二

つ
の
艦
制

の
敢
會
的
樹
立
は
、
す

で
に
有
数

な
る

一
聯

の
諸
墨
者
を

ソ
ヴ

ェ
ー
ト
維
濟

の
倒
壊
的
批
判

に

動

員
す

る
ほ
ど
、

そ
れ

ほ
ど
深
化
し

て
居

る
も
の
と
見
る

べ
き
で
あ

ら
う
。

だ
が
吾

々
は
、

こ
れ
ら

の
批
判

の
多
く
が
な

ほ
深
く

ソ
ヴ

ェ
ー

ト
経
濟

の
原

理
上
の
難
瓢

に
燭
れ

て
居
ら
す

、

二
年
前

の
ヴ
ア

ル
ガ

の
言
葉

を
こ

玉
に
そ

の
ま

玉
繰

返
し

て
批

判
家

の

所
読
に
樹
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
ー

「
も

と
よ
り
、

ソ
ヴ

ェ
ー
ト
同
盟

に
も
維
濟
的
諸
困
難

は
あ

る
!

勿
論

だ
。
だ
が
こ
れ

ら

の
諸
困
難
は
経

濟

の
構
造

か
ら
己
む

を
得
す
出

で
來

る

の
で
は
な

い
、
(
恰

か

も

資
本

主
義

の
諸
矛
盾
が
そ

の
禮
制

の
稜
展

と
共

に
鋭
化

せ
ざ

る
を
得
な

い
と
同
じ
や

う

に
)
肚
會
主
義
原

理
の
こ
れ
以
上

の
獲
展

と
共

に
増
大
す

る

の
で
は
な

い
。
反
封

に
、
そ
れ
ら
は
艦
制

の
不
完
成

さ
か

ら
襲
出

す

る

の
だ
。
そ
れ

ら
は

、
ソ
ヴ

ェ
ー

ト
同

盟

の
経
濟

の
杜
會
主
義
原
理

の
結
果

で
は
な
く
、

こ
の
原

理
が
な
ほ
充
全
な

る
完
成

に

ソ
ヴ
ヱ
ー
ト
第
二
次
五
個
年
計
甕

一
一
九



ソ
ヴ

エ
ー
ト
第

二
次

五
個

年
計
謎

一
ご
○

蓮

し
得

て

ゐ
な

い
と

い
ふ
事
實

の
結

果

で
あ

る
。
」

(<
鋸

譜

騨
・
ρ

O
・
。。
』

㊤
。。)

附

記
o

私
に
も
と
も
と

、
、の
主
題

の
下
で

一
論
丈
存
草
す

ろ
考

へ
ぞ
材
料
な

蒐
め

つ

、
あ

つ
た
の
だ

が

、
構
想

の
最
中

に
病

氣

に
な

つ
て
論
丈

の
軌
筆

に
堪

へ
が
た
く

、
し

か
も
編
輯

上
の
必
要

に

つ
ひ
に
本
丈

の

や
う

な
、
論

丈
と
も
資
料

と
も

つ
か
ぬ
形
で

こ

」
に
掲
ぐ

る
の
絵
儀
な

き

に
至
ら
し

め
t
。
大
方

の
諒
恕
な
乞

ひ
t

い
o

(
三

二
年
十

二
月

三
十

一
H

)


